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伊地智均教授略年譜
1932年（昭和 7年） 1月 大阪市生野区に生まれる
1951年（昭和26年） 3月 大阪市立汎愛高等学校卒業
1952年（昭和27年） 4月 大阪大学文学部教養課程入学
1954年（昭和29年） 4月 同大学同学部専門課程文学科フランス文学専
攻進学
1956年（昭和31年） 3月 同卒業
1956年（昭和31年） 4月 大阪大学大学院文学研究科フランス文学専攻
入学
1960年（昭和35年） 3月 同大学院同研究科同専攻修士課程修了
1960年（昭和35年） 4月 大阪大学文学部フランス文学科専攻生入学
（大阪大学大学院文学研究科フランス文学専
攻では博士課程が開設されていなかったた
め）
1962年（昭和37年） 3月 同 退学（大阪大学助手就任のため）
1962年（昭和37年） 4月 大阪大学文学部助手
1964年（昭和39年） 4月 天理大学専任講師
1965年（昭和40年） 7月 フランス政府招聘，文部省， 日本フランス語
フランス文学会派遣フランス語研修教授団の
一員として渡仏
1968年（昭和43年） 4月 大阪大学教養部助教授
1973年（昭和48年） 4月 東北大学文学部助教授東北大学大学院文学
研究科担当
1986年（昭和61年） 4月 関西大学文学部教授
1961年（昭和36年） 6月 大阪大学教養部講師
（非常勤 1968年3月まで）
1968年（昭和43年） 4月 大阪大学文学部講師（併任 1973年3月まで）
1979年（昭和54年） 岩手大学人文社会科学部講師（併任集中講
義）
1984年（昭和59年） 4月 山形大学教養部講師（併任 同年9月まで）
1993年（平成 5年） 4月 大阪大学文学部，大阪大学大学院文学研究科
講師（非常勤同年10月まで）
1977~78年度1991~92年度 日本フランス語フランス文学会幹事
1983年~87年度 日本フランス語フランス文学会学会誌編集委
員 (17世紀担当）
1993年（平成 5年） 6月 関西大学大学協議会協議員 (1995年5月まで）
1997年（平成 9年） IO月 関西大学大学院委員会委員 (1999年9月まで）
1997年（平成 9年） 10月 関西大学インターネット広報委員会委員
(1998年3月まで）
1998年（平成IO年） 10月 関西大学研究助成基金助成委員会委員
(1999年9月まで）
伊地智均教授研究業績
著書
神観念の比較文化論的研究（共著） (1981年2月 東北大学文学部日本文
化研究施設（研究代表者関晃，源了園）編講談社第三部西洋「コル
ネイユ劇における神，運命と人間」担当執筆）
17世紀日本の比較文化論的研究（共著） (1984年2月 昭和58年度科研費
補助金研究成果報告書東北大学文学部（研究代表者源了園）「17世紀フ
ランス古典悲劇と近松劇における悲劇性の研究」担当執筆）
小学館ロベール仏和大辞典（共著） (1988年12月 小学館執筆協力）
フランス文学を学ぶ人のために（共著） (1992年7月初版 1996年4月2版
2000年4月3刷 世界思想社「m ヴェルサイユの時代 1バロックからク
ラシックヘ」担当執筆）
危機を読む モンテーニュからバルトまで（監修） (1994年5月 白水社
第二部 第一章 「十七世紀初期の青春群像にみる危機意識—喜劇『ロ
ワイヤル広場』考一」担当執筆）
翻訳
H. ルフェープル『現代への序説』（上）（下）（共訳） (J::) 1972年12月
（下） 1973年8月 法政大学出版局 「第十一のプレリュード 現代性とは
なにか」担当）
『コルネイユ名作集』（共訳） (1975年7月第 1刷 1983年2月第2刷 白
水社悲劇『ロドギュンヌ』，『ル・シッド』緒言，自作吟味担当）
M. デストレム『サン＝テグジュペリ』（世界の文豪叢書） (1976年l月
評論社）
論文
前期古典主義時代の劇と劇論-actionの単一性を中心として一―-
(1958年12月 大阪大学文学部フランス文学研究室発行「GALLIA」IV)
前期古典主義派劇理論における actionの問題 (1960年10月 「GALLIA」
V) 
Saint-Julien の ~Les Courriers de la Fronde~ について(1962年5月 日本フ
ランス文学会誌「フランス文学研究」 No.13)
Corneilleの演劇論について (1964年10月 日本フランス語フランス文学
会誌「フランス語フランス文学研究」 No.5
ピエール・コルネーユ研究 (1) 演劇論を中心として一ー (1965年5
月 天理大学ヨーロッパ文学研究会誌「ヨーロッパ文学研究」 No.IV)
ラ・フォンテーヌの『寓話』における映画的表現 (1966年6月 「天理大
学学報」第五十二輯）
Horaceの悲劇 (1967年3月 フランス十七世紀文学研究会編駿河台出
版社「フランス十七世紀文学」 I)
Question de la vraisemblance dans Jes theories dramatiques preclassiques (1967 
年12月 「天理大学学報」第五十六輯）
Cinnaにおける国是raisond'Etatの確立 (1971年8月 「GALLIA」X・XI
合併号）
CorneilleのPolyeucteにおける christianismeとheroismeの二重性の問題
(I) (1973年3月 「大阪大学教養部研究集録」第XXI輯（外国語外国文
学））
悲劇『ロドギュンヌ』作品解題（共著） (1975年7月 『コルネイユ名作
集』白水社）
コルネイユの悲劇『ポリュークト』の世界＿夢と現実の関係をめぐっ
て-(1979年3月 「東北大学文学部研究年報」第28号）
L'idee du theatre dans les theories dramatiques preclassiques en France (1986 
年3月 「東北大学文学部研究年報」第35号）
学問の無常なること一「クラシック」と「バロック」をめぐって (1994
年12月 関西大学仏文学会誌「仏語仏文学」第22号）
P. コルネイユの初期喜劇における恋愛の世界 (1997年1月 「関西大学
文学論集」第47巻第1号）
ラシーヌ劇における疎外 (alienation) について (1997年12月 「仏語仏
文学」第25号）
老いをめぐって―:rルネーユとボードレールと一(2000年2月 関西
大学フランス語フランス文学会誌「仏語仏文学」第27号）
Le Cidにおける恋愛と名誉 (2003年3月 「関西大学文学論集」第52巻第
4号）
書評，その他
小川雅也著『状況をこえて』，駿河台出版社刊 (1986年1月 関西大学通
信）
Claire L. Carlin, Women Reading Corneille : Feminist Psychocriticisms of Le 
Cid, Peter Lang Publishing, Inc., New York. (2002年2月 「仏語仏文学」第29
号）
17世紀フランスにおけるバロック文学から古典主義文学への発展過程の
研究 (1977年1月 文部省科研費補助金研究成果報告書（座談会形式によ
る）研究代表者早稲田大学教授岩瀬孝）に参加
教学Report(専門フランス語） (1989年3月 「関西大学視聴覚教育」第
12号）
